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は
じ
め
に

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
中
世
禅
林
の
初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）

と
中
期
（
南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）
に
お
い
て
、
禅
僧
の
詩
文
作
品
の
中
で
柳

宗
元
が
ど
の
よ
う
に
詠
出
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た①
。

初
期
の
禅
僧
は
既
に
柳
宗
元
の
文
章
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
詩
文
に
禅
的
要
素
を
見
出
そ

う
と
し
、
種
種
の
場
面
で
柳
宗
元
に
関
す
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
た②
。
柳
宗
元
の
詩
文
の
受

容
は
講
義
活
動
と
と
も
に
徐
々
に
広
く
深
ま
り
、
中
期
に
な
る
と
、
新
た
に
柳
宗
元
の
人
と

な
り
を
詠
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、﹁
寒
江
独
釣
図
﹂﹁
愚
渓
図
﹂
と
い
っ
た
柳
詩
を
モ

デ
ル
に
し
た
画
図
に
賛
詩
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た③
。

で
は
後
期
（
応
仁
の
乱
頃
か
ら
室
町
時
代
末
期
）
に
お
け
る
禅
僧
の
詩
文
に
は
、
柳
宗
元

に
関
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、﹃
五
山
文

学
全
集
﹄﹃
五
山
文
学
新
集
﹄
に
お
け
る
後
期
禅
僧
の
作
品
集
を
精
査
し
、
そ
れ
ら
の
中
に

柳
宗
元
が
い
か
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。

一
、
柳
宗
元
の
文
章
に
対
し
て

初
期
に
お
い
て
、
既
に
柳
宗
元
の
文
章
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
中
期
に
な
る
と
、
そ
れ

に
対
す
る
講
義
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
期
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

彦
龍
周
興
（
一
四
五
八
～
一
四
九
一
）
は
﹁
呈
桃
源
書
﹂（﹃
半
陶
文
集
﹄）
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

話
次
翁
告
僕
曰
、
夫
詩
也
、
少
陵
之
精
微
、
老
坡
之
痛
快
、
餘
無
可
学
者
。
況
本
朝
諸

老
乎
。
文
也
者
、
得
筆
於
退
之
、
得
意
於
子
厚
可
也
。
宋
元
以
後
、
不
足
把
玩
。
秦
漢

以
前
、
可
以
取
則
矣
。
然
詩
而
雖
壓
杜
蘇
、
文
而
雖
折
韓
柳
、
只
一
詩
僧
耳
。

話
次
に
翁 

僕
に
告
げ
て
曰
く
、
夫
れ
詩
や
、
少
陵
の
精
微
、
老
坡
の
痛
快
、
餘
に
学
ぶ

べ
き
者
無
し
。
況
ん
や
本
朝
の
諸
老
を
や
。
文
な
る
者
は
、
筆
を
退
之
に
得
、
意
を
子
厚

に
得
れ
ば
可
な
り
。
宋
元
以
後
は
、
把は

玩ぐ
わ
ん

す
る
に
足
ら
ず
。
秦
漢
以
前
は
、
以
て
則
を

取
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
詩
は
杜
蘇
を
壓あ
つ

す
と
雖
も
、
文
は
韓
柳
を
折く
じ

く
と
雖
も
、
只
だ
一

詩
僧
の
み
。

彦
龍
が
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
〇
～
一
四
八
九
）
に
呈
し
た
手
紙
の
中
で
、
話
の
つ
い
で
に
文

筆
の
師
・
桃
源
が
彦
龍
に
対
し
て
詩
文
の
評
価
、
禅
僧
の
詩
文
に
対
す
る
接
し
方
に
つ
い
て

語
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。詩
は
杜
甫
の
詩
の
精
緻
と
蘇
軾
の
詩
の
痛
快
を
学
べ
ば
良
く
、

そ
れ
以
外
の
詩
を
学
ぶ
必
要
は
な
い
。ま
し
て
や
本
朝
の
諸
老
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

文
章
は
そ
の
表
現
は
韓
愈
か
ら
、
そ
の
意
は
柳
宗
元
か
ら
学
べ
ば
よ
い
。
宋
元
以
後
の
文
章

は
取
る
に
足
り
な
い
。
秦
漢
以
前
の
も
の
は
そ
の
型
式
を
取
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
詩
に
お

い
て
杜
甫
と
蘇
軾
を
圧
倒
し
、
文
に
お
い
て
韓
愈
と
柳
宗
元
を
く
じ
い
た
と
し
て
も
、
一
介

の
詩
僧
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
、
と
文
筆
に
溺
れ
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

で
は
桃
源
が
柳
文
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

蘭
坡
景

（
一
四
一
九
～
一
五
〇
一
）
は
﹁
韋
香
説
﹂（﹃
雪
樵
独
唱
集
﹄）
で
次
の
よ
う
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に
述
べ
て
い
る
。

従
唐
興
而
詩
道
再
盛
、
声
律
大
備
。
然
学
陶
者
、
不
過
韋
蘇
州
之
與
柳
愚
渓
。
韋
詩
如

璞
玉
、
柳
詩
似
精
金
、
不
假
琢
磨
、
以
成
妍
。
其
餘
不
能
至
于
彼
至
処
、
似
村
寺
高
僧

之
有
野
躰
。
故
不
自
陶
韋
柳
之
門
庭
而
来
者
、
未
嘗
為
詩
人
焉
。

唐
の
興
り
し
よ
り
詩
道
再
び
盛
ん
に
し
て
、
声
律
大
い
に
備
は
る
。
然
れ
ど
も
陶
を
学
ぶ

者
は
、
韋
蘇
州
の
柳
愚
渓
と
に
過
ぎ
ず
。
韋
詩
は
璞
玉
の
如
く
、
柳
詩
は
精
金
の
似ご
と

く
、

琢
磨
に
假か

ら
ず
、
以
て
妍
を
成
す
。
其
の
餘 

彼
の
至
る
処
に
至
る
能あ
た

は
ず
、
村
寺
の
高

僧
の
野
躰
有
る
が
似ご
と

し
。
故も
と

よ
り
陶
韋
柳
の
門
庭
よ
り
来
ら
ざ
る
者
、
未
だ
嘗
て
詩
人
為

ら
ず
。

こ
こ
で
は
詩
に
つ
い
て
、蘭
坡
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
詩
道
は
唐
代
に
再
び
盛
ん
に
な
り
、

山
水
詩
に
つ
い
て
は
陶
淵
明
を
学
ぶ
者
で
韋
応
物
と
柳
宗
元
に
及
ぶ
者
は
い
な
い
と
し
て
い

る
。
柳
詩
は
精
製
さ
れ
た
黄
金
の
よ
う
に
、
磨
か
な
く
て
も
美
し
い
と
評
す
る
。
ま
た
、
陶

淵
明
と
韋
応
物
と
柳
宗
元
を
学
ば
な
か
っ
た
者
で
詩
人
と
な
っ
た
者
は
い
な
い
、
と
ま
で
述

べ
て
い
る
。
蘭
坡
が
柳
宗
元
の
山
水
詩
に
対
し
て
極
め
て
高
い
評
価
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。

万
里
集
九
（
生
没
年
未
詳
）
は
﹁
文
麗
号
説
﹂（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
、
中
国
の
文
学
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

天
下
三
分
之
後
、劉
備
曹
瞞
等
、盾
鼻
磨
墨
、波
瀾
万
丈
。龍
翔
鳳
舞
、尚
帯
鋒
鏑
之
餘
臭
、

吹
醇
乎
之
風
。
西
晋
頗
操
王
国
之
遺
音
、読
三
十
車
之
書
、而
作
鷦
鷯
賦
者
、是
為
最
也
。

東
晋
総
無
文
章
、
只
陶
徴
士
之
帰
去
来
一
篇
而
已
。
斉
梁
陳
隋
、
蝉
噪
之
衆
作
、
於
道

無
取
之
也
。
李
杜
鳴
盛
唐
之
木
鐸
、
而
後
柳
刺
史
韓
吏
部
、
並
厥
風
雅
之
轡
、
而
金
声

玉
振
、
伝
海
内
之
模
範
。
吁
、
及
趙
宋
、
而
欧
梅
蘇
黄
、
翰
墨
之
気
象
一
新
。

天
下
三
分
の
後
、
劉
備
・
曹
瞞
等
、
盾
鼻
に
墨
を
磨
し
、
波
瀾
万
丈
な
り
。
龍
翔 

鳳

舞
、
尚
ほ
鋒ほ
う

鏑て
き

の
餘
臭
を
帯
び
、
醇
じ
ゅ
ん

乎こ

の
風
を
吹
く
。
西
晋 

頗
る
王
国
の
遺
音
を
操と

り
、

三
十
車
の
書
を
読
み
、
而
し
て
鷦せ
う

鷯り
ょ
うの

賦
を
作
る
者
、
是
れ
最
と
為
す
な
り
。
東
晋 

総

じ
て
文
章
無
く
、
只
だ
陶
徴
士
の
帰
去
来
一
篇
の
み
。
斉
梁
陳
隋
は
、
蝉ぜ

ん

噪さ
う

の
衆
作
、
道

に
於
い
て
之
を
取
る
無
し
。
李
杜 

盛
唐
の
木
鐸
を
鳴
ら
し
、
而
る
後
に
柳
刺
史
・
韓
吏
部
、

厥そ

の
風
雅
の
轡
を
並
べ
、
金
声
玉
振
、
海
内
の
模
範
を
伝
ふ
。
吁
、
趙
宋
に
及
び
て
は
、

欧
梅
蘇
黄
、
翰
墨
の
気
象
一
新
せ
り
。

中
国
文
学
の
各
時
期
に
お
け
る
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。
盛
唐
の
李
白
と
杜
甫
が
世
を
導
い
た

後
、
柳
宗
元
と
韓
愈
と
は
風
雅
の
世
界
で
一
緒
に
そ
ろ
っ
て
現
れ
、
そ
れ
を
引
き
継
い
で
模

範
を
示
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
万
里
は
、﹃
明
叔
録
﹄
に
収
め
ら
れ
て
い
る
律
詩
（
詩
題
不
明
）
の
中
で
﹁
雄
文
何

譲
柳
州
柳
、
美
誉
可
斉
荊
国
荊
。﹂（
雄
文 

何
ぞ
柳
州
の
柳
に
譲
ら
ん
、
美
誉 

荊
国
の
荊
に

斉
し
く
す
べ
し
。）
と
、
お
そ
ら
く
依
頼
し
た
僧
の
優
れ
た
文
章
が
柳
宗
元
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
と
称
し
て
い
る
。

景
徐
周
麟
（
一
四
四
〇
～
一
五
一
八
）
は
﹁
盈
進
泉
禪
師
肖
像
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で

次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

大
蒙
平
生
稽
古
、
寧
顧
富
貴
耀
前
。
讀
韓
柳
之
文
、
則
琇
石
室
論
圓
悟
佛
眼
。
探
史
漢

之
賾
、
則
洪
覺
范
合
班
固
馬
遷
。
四
書
六
經
胸
中
夜
雨
、
五
家
七
宗
掌
内
人
天
。

大
い
に
平
生
の
稽
古
を
蒙
か
う
む

り
、
寧む
し

ろ
富
貴
の
耀
前
を
顧
み
る
。
韓
柳
の
文
を
讀
め
ば
、
則

ち
琇
石
室
の
圓
悟
・
佛
眼
を
論
ず
る
が
ご
と
し
。
史
漢
の
賾さ
く

を
探
れ
ば
、
則
ち
洪
覺
范
の

班
固
・
馬
遷
に
合
す
る
が
ご
と
し
。
四
書
六
經 

胸
中
に
夜
雨
あ
り
、
五
家
七
宗 

掌
内
に

人
天
あ
り
。

こ
こ
で
は
韓
愈
と
柳
宗
元
の
文
章
を
読
ん
で
、
石
室
祖
琇
が
圓
悟
克
勤
と
仏
眼
清
遠
を
論
ず

る
こ
と
が
で
き
、﹃
史
記
﹄
と
﹃
漢
書
﹄
の
奥
深
い
道
理
を
探
っ
て
、
覚
範
恵
洪
が
班
固
と

司
馬
遷
に
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
柳
宗
元
の
文
章
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
室

が
高
義
な
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
、
そ
の
文
章
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。

禅
僧
は
柳
宗
元
の
文
章
に
つ
い
て
は
、韓
愈
と
同
様
に
学
ぶ
べ
き
必
須
の
も
の
と
と
ら
え
、
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詩
に
つ
い
て
も
陶
淵
明
の
流
れ
を
詠
唱
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

二
、
柳
宗
元
の
為
人
に
対
し
て

中
期
に
お
い
て
は
柳
宗
元
に
対
す
る
賛
が
詠
じ
ら
れ
た
り
、
柳
宗
元
の
伝
記
や
故
事
に

関
す
る
こ
と
が
引
用
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
後
期
に
お
い
て
、
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～

一
四
七
三
）
は
﹁
読
羅
池
廟
碑
﹂（﹃
臥
雲
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

出
守
龍
城
嘗
険
難
、
為
神
何
恨
不
生
還
。

元
和
天
下
小
如
斗
、
風
馬
周
遊
八
極
間
。

出
で
て
龍
城
を
守
り
険
難
を
嘗な

む
、
神
と
為
り
て
何
ぞ
生
還
せ
ざ
る
を
恨
ま
ん
。
元
和
の

天
下 

小
に
し
て
斗
の
如
し
、
風
馬 

周
遊 
八
極
の
間
。

柳
宗
元
が
亡
く
な
っ
た
後
、
そ
の
地
の
民
は
憐
れ
ん
で
羅
池
廟
を
建
て
た
。
同
時
代
の
韓
愈

や
後
世
の
蘇
軾
は
そ
の
こ
と
を
悼
み
碑
文
を
製
し
た
。
柳
宗
元
が
龍
城
で
優
れ
た
政
治
を
行

う
も
、
多
く
の
困
難
や
険
阻
に
遭
遇
し
た
。
し
か
し
、
神
と
な
っ
た
の
だ
か
ら
生
還
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
何
の
恨
む
こ
と
も
な
い
。
元
和
の
天
下
は
僅
か
ば
か
り
の
も
の
、
風
に
乗

る
馬
の
よ
う
に
広
い
天
地
を
歩
き
回
っ
た
の
だ
と
い
う
。
総
じ
て
柳
宗
元
の
不
遇
を
悼
ん
で

い
る
。

文
叔
真
要
は﹃
諸
賢
雑
文
﹄の
中
で
、詩
軸
を
持
っ
て
き
た
某
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

旧
冬
見
示
序
並
詩
。
渾
金
璞
玉
、
一
覧
拭
目
。
憤
怒
之
所
逮
、
発
而
成
活
筆
。
内
而
甘

露
滅
・
杲
罵
天
、
外
而
杜
浣
花
柳
河
東
。
非
自
獲
其
罪
者
、
皆
因
所
親
之
罪
連
及
。（
略
）

旧
冬 

序
並
び
に
詩
を
示
さ
る
。
渾
金
璞
玉
に
し
て
、
一
覧
し
て
目
を
拭ぬ
ぐ

ふ
。
憤
怒
の
逮

ぶ
所
は
、
発
し
て
活
筆
を
成
す
。
内
に
甘
露
滅
・
杲
罵
天
あ
り
、
外
に
杜
浣
花
・
柳
河
東

あ
り
。
自
ら
其
の
罪
を
獲う

る
者
に
非
ず
、
皆
な
親
し
む
所
の
罪
の
連
な
り
及
ぶ
に
因
る
。

（
略
）

こ
こ
で
は
文
叔
が
某
に
詩
と
序
を
示
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
感
懐
を
述
べ
て
い
る
。
非
常
に

優
れ
て
お
り
、
一
覧
し
さ
ら
に
注
意
を
加
え
て
見
て
み
る
。
文
章
に
憤
怒
の
表
れ
て
い
る
箇

所
が
あ
り
、
そ
の
文
章
に
つ
い
て
は
筆
の
勢
い
が
良
い
。
ま
る
で
内
に
覚
範
慧
洪
と
大
慧
宗

杲
を
秘
め
、
外
に
杜
甫
と
柳
宗
元
が
表
れ
た
が
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
憤
怒
は
自
ら
罪
を

得
た
の
が
原
因
で
は
な
く
、
親
し
き
人
物
の
罪
に
連
座
し
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
某
を
柳

宗
元
が
政
争
に
敗
れ
た
王
叔
文
一
派
に
連
座
し
て
左
遷
さ
れ
た
こ
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い

る
。月

翁
周
鏡（
？
～
一
五
〇
〇
）は﹃
半
陶
文
集
﹄巻
一
の
巻
末
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

是
年
結
制
前
二
日
、
小
友
彦
龍
至
、
自
遊
但
陰
。
袖
間
出
一
吟
巻
、
以
見
示
焉
。（
略
）

拗
韓
愈
石
鼎
、
而
序
聯
句
後
者
一
首
、
探
題
而
詠
、
画
壁
而
戯
者
、
各
一
首
、
蓋

内

翰
観
瀑
、
舒
王
釣
魚
也
。
其
它
載
厳
詩
於
杜
集
、
編
劉
論
於
柳
文
者
、
亦
惟
錯
矣
。
已

前
共
四
十
八
首
、
成
軸
甚
鉅
。

是
の
年
の
結
制
前
の
二
日
、
小
友
の
彦
龍
至
る
。
自
ら
但
陰
に
遊
ぶ
。
袖
間
よ
り
一
吟
巻

を
出
し
、
以
て
示
さ
る
。（
略
）
韓
愈
の
石
鼎
を
拗
し
、
聯
句
の
後
に
序
す
る
者
一
首
、

題
を
探
り
て
詠
じ
、
壁
に
画
き
て
戯
む
る
者
、
各お
の

ゝ
一
首
、
蓋
し
内
翰
の
観
瀑
、
舒
王
の

釣
魚
を

ら
か
に
す
。
其
の
它ほ
か 

厳
詩
を
杜
集
に
載
し
、
劉
論
を
柳
文
に
編
す
る
者
の
ご

と
く
、
亦
た
惟こ

れ
錯
い
ろ
ど
る
な
り
。
已
前
共
四
十
八
首
、
軸
を
成
す
こ
と
甚
だ
鉅
な
り
。

こ
こ
で
は
、
月
翁
が
彦
龍
周
興
が
持
っ
て
き
た
詩
軸
を
見
て
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
賛
し
て

い
る
。
拗
体
・
後
序
・
題
詠
・
画
賛
詩
と
い
っ
た
種
種
の
作
品
を
製
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

蘇
軾
が
瀑
を
み
て
詩
の
悪
い
と
こ
ろ
を
洗
い
流
し
、
舒
王
が
魚
釣
り
を
し
て
悟
り
の
境
地
を

体
現
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
巻
の
中
に
は
彦
龍
自
身
が
作
者
で
は
な
い

詩
文
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
も
厳
武
の
詩
が
杜
甫
の
詩
集
に
所
収
さ
れ
世
に
伝
わ
り
、

劉
禹
錫
の
﹁
天
論
﹂（
上
中
下
）
が
柳
宗
元
の
詩
文
集
（
巻
十
六
）
に
所
収
さ
れ
た
よ
う
に
、

文
集
の
文
彩
を
施
し
て
い
る
と
い
う
。
柳
宗
元
と
劉
禹
錫
の
交
流
、
柳
宗
元
の
作
品
集
の
特

徴
を
理
解
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

禅
僧
は
、
柳
宗
元
が
左
遷
で
僻
地
に
流
さ
れ
な
が
ら
も
、
赴
任
地
で
立
派
な
政
治
を
行
っ

た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

あ
き
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三
、
柳
宗
元
「
江
雪
」
詩
に
対
し
て

（
１
）「
寒
江
独
釣
図
」
に
対
す
る
賛
詩

中
期
に
な
る
と
、
各
寺
院
に
塔
頭
や
寮
舎
の
創
建
が
増
加
す
る
に
従
い
、
中
国
か
ら
書
院

や
書
斎
を
中
心
と
す
る
建
築
様
式
が
移
入
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
装
飾
に
必
要
な
水
墨
画
や
障

壁
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
画
図
の
上
に
禅
僧
の
賛
を
求
め
る
こ
と
が
始
ま
っ

た
。
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
も
水
墨
画
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
禅
僧
が
賛
詩
を
付
し
て
い

る
。﹁
江
雪
﹂
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

千
山
鳥
飛
絶
、
萬
徑
人
蹤
滅
。

孤
舟
簑
笠
翁
、
獨
釣
寒
江
雪
。

千
山 

鳥 

飛
ぶ
こ
と 

絶
え
、
萬
徑 

人
蹤
滅
す
。
孤
舟 

簑
笠
の
翁
、
獨
り
釣
る 

寒
江
の
雪
。

全
て
の
山
で
は
鳥
の
飛
ぶ
こ
と
も
無
く
な
り
、
全
て
の
小
道
で
は
、
人
の
歩
ん
だ
跡
が
積
雪

の
た
め
消
え
て
し
ま
っ
た
。
一
艘
の
小
舟
に
は
、
蓑
と
編
み
笠
姿
の
老
人
が
、
寒
々
と
し
た

雪
の
降
る
川
で
、
一
人
だ
け
魚
を
釣
っ
て
い
る
。
柳
宗
元
は
冬
の
山
水
に
溶
け
込
む
漁
翁
の

姿
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
。
禅
僧
は
、
こ
う
し
た
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
境
地
を
好
ん

で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

瑞
渓
周
鳳
は
﹁
画
軸
﹂（﹃
臥
雲
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

江
北
江
南
雪
袞
風
、
諸
峯
玉
立
照
遥
空
。

簑
翁
独
釣
未
帰
去
、
身
在
柳
州
詩
句
中
。

江
北 

江
南 

雪
ふ
り
て
袞
風
ふ
く
、
諸
峯 

玉
立
し
遥
空
を
照
ら
す
。
簑
翁 

独
り
釣
り
て

未
だ
帰
去
せ
ず
、
身
は
柳
州
の
詩
句
中
に
在
り
。

結
句
に
翁
の
身
が
柳
宗
元
が
詠
じ
た
詩
句
に
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
画
軸
は
柳
宗
元

の
﹁
江
雪
﹂
詩
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
江
に
雪
が
風
を
巻
い
て
降
り
し
き
り
、
多

く
の
峯
が
そ
び
え
立
ち
、
は
る
か
な
空
に
映
え
て
い
る
。
そ
の
中
に
簑
を
着
た
翁
が
一
人
釣

り
を
し
て
い
ま
だ
に
帰
ろ
う
と
し
な
い
、
と
あ
る
。

希
世
霊
彦
（
一
四
〇
三
～
一
四
八
八
）
は
﹁
題
画
﹂（﹃
村
庵
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん

で
い
る
。

前
山
向
晩
雪
漫
漫
、
吹
度
蘆
洲
洒
釣
灘
。

満
笠
満
簑
渾
白
尽
、
漁
翁
独
是
不
言
寒
。

前
山 

晩
に
向
か
ひ
て
雪
は
漫
漫
た
り
、
蘆
洲
に
吹
き
度わ
た

り
て
釣
灘
に
洒そ
そ

ぐ
。
笠
に
満
ち

簑
に
満
ち
渾す

べ
て
白
尽
す
、
漁
翁 

独
り
是
れ
寒
き
を
言
は
ず
。

画
賛
詩
で
あ
る
。
暮
れ
に
さ
し
か
か
っ
た
山
に
雪
が
果
て
し
な
く
降
り
、
あ
し
の
生
え
て
い

る
洲
に
も
吹
き
渡
り
浅
瀬
に
降
り
注
い
で
い
る
。
笠
や
蓑
に
雪
が
積
も
り
一
面
真
っ
白
で
あ

る
が
、
漁
翁
は
寒
い
こ
と
を
口
に
出
さ
な
い
、
と
あ
る
。﹁
雪
﹂﹁
簑
﹂﹁
漁
翁
﹂﹁
独
﹂
と
あ

る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
画
も
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
を
対
象
に
し
た
物
で
あ
ろ
う
。

万
里
は
﹁
雪
時
着
簑
衣
釣
。
則
必
為
画
本
。
柳
柳
州
資
始
、
鄭
都
官
、
有
続
焉
﹂（
雪
時

に
簑
衣
を
着
て
釣
る
。則
ち
必
ず
画
の
本
為
ら
ん
。柳
柳
州 

資
始
し
、鄭
都
官
、続
く
る
有
り
）

（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

暮
淮
塔
影
礼
僧
伽
、
不
奈
寒
威
如
是
俄
。

峰
遠
天
涯
雪
初
置
、
漁
翁
船
底
定
修
簑
。

暮ぼ

淮わ
い

の
塔
影 

礼
の
僧そ
う

伽か

、
寒
威
の
是
の
如
く
俄
に
は
か
な
る
を
奈
い
か
ん
と
も
せ
ず
。
峰
は
遠
く 

天
涯 

雪
初
め
て
置
く
、
漁
翁 

船
底
に
定
め
て
簑
を
修
め
ん
。

詩
題
で
は
、
雪
の
降
る
中
に
簑
を
着
け
釣
り
を
し
て
い
る
画
図
に
つ
い
て
、
柳
宗
元
の
﹁
江

雪
﹂
詩
よ
り
描
か
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
画
に
対
し
て
、
暮
れ
の
淮
水
で
は
塔
の

影
が
映
り
、
礼
拝
す
る
僧
が
い
る
も
の
の
、
厳
し
い
寒
さ
が
俄
に
起
こ
る
の
を
ど
う
し
よ
う

も
出
来
な
い
。
峰
は
遠
く
天
の
果
て
に
あ
る
も
雪
が
積
も
り
始
め
て
お
り
、
漁
夫
は
船
の
底

で
簑
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
詠
ん
で
い
る
。

　

万
里
は
﹁
画
軸
二
首
其
二
﹂（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

釣
魚
船
上
謝
、
余
習
未
忘
機
。

遂
託
寒
江
鷺
、
昔
簑
今
羽
衣
。

魚
を
釣
る
を
船
上
に
謝
す
る
も
、
余
習 

未
だ
機
を
忘
れ
ず
。
遂
に
託
す 

寒
江
の
鷺
、
昔
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は
簑 

今
は
羽
衣
。

其
一
の
題
注
に
﹁
一
布
穀
、
一
鷺
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
画
図
に
は
鷺
も
描
か
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
漁
翁
は
魚
を
釣
る
こ
と
を
船
上
に
て
や
め
て
い
る
が
、
前
々
か
ら
の
習
慣
の
た

め
未
だ
に
欲
念
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
こ
で
、
遂
に
魚
を
釣
る
こ
と
を
寒

い
河
の
鷺
に
託
す
こ
と
に
し
た
。
魚
を
釣
る
の
は
、
昔
は
﹁
江
雪
﹂
詩
に
出
て
く
る
簑
を
着

た
漁
夫
で
あ
っ
た
が
、
今
や
羽
の
衣
を
付
け
た
鷺
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
。

万
里
は
﹁
画
軸
﹂（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

皆
雪
江
山
塔
隔
河
、
主
人
対
巻
意
如
何
。

欄
前
幸
有
晩
船
繋
、
合
只
学
漁
披
一
簑
。

皆 

雪
の
江
山 

塔
は
河
を
隔
つ
、
主
人 
巻
に
対
し
て
意
は
如
何
。
欄
前 

幸
ひ
に
晩
船
の

繋
ぐ
有
り
、
合ま
さ

に
只
だ
漁
を
学
び
て
一
簑
を
披き

る
べ
し
。

江
山
が
雪
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
、
塔
が
河
を
隔
て
て
立
っ
て
い
る
。
主
人
は
こ
の
画
軸
を

見
て
い
か
に
思
う
の
か
。
欄
干
の
前
に
幸
い
に
夕
暮
れ
の
船
が
繋
が
れ
、
ち
ょ
う
ど
漁
を
学

ん
で
簑
を
身
に
つ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
画
図
の
情
景
と
主
人
の
意
を
詠
ん
で
い
る
。
こ

の
詩
の
後
に
次
の
よ
う
な
跋
を
述
べ
て
い
る
。

右
、
柳
柳
州
江
雪
詩
云
、
千
山
鳥
飛
絺
、
萬
径
人
蹤
滅
。
孤
舟
簔
笠
翁
、
獨
釣
寒
江
雪
。

又
鄭
都
官
雪
詩
云
、
乱
飄
僧
舎
茶
煙
湿
、
密
洒
歌
楼
酒
力
微
。
江
上
晩
來
堪
畫
處
、
漁

人
披
得
一
簑
帰
。
洪
駒
父
詩
話
云
、
東
坡
言
、
鄭
谷
雪
詩
、
持
村
学
中
語
。
子
厚
此
詩

信
有
格
也
哉
。
殆
天
所
賦
不
可
及
也
。
⋮
（
略
）
⋮
吁
至
東
坡
面
前
、
雖
云
李
杜
不
免

瑕
類
。
矧
其
余
者
邪
。
今
対
雪
之
図
、
兼
用
樹
柳
鄭
二
人
之
提
撕
云
。

右
、
柳
柳
州
の
江
雪
詩
に
云
ふ
、
千
山 

鳥
飛
ぶ
こ
と
絺
に
、
萬
径 

人
蹤 

滅
す
。
孤
舟 

簔
笠
の
翁
、
獨
り
釣
る 

寒
江
の
雪
、
と
。
又
鄭
都
官
の
雪
詩
に
云
ふ
、
乱ら
ん

飄べ
う

の
僧
舎 

茶

煙
湿
ひ
、
密
か
に
歌
楼
に
洒
げ
ば
酒
力
微
な
り
。
江
上 

晩
來 

畫
く
に
堪
ふ
る
處
、
漁
人 

一
簑
を
披き

得
て
帰
る
、
と
。
洪
駒
父
詩
話
に
云
ふ
、
東
坡
言
ふ
、
鄭
谷
の
雪
詩
は
、
村
学

中
の
語
を
持
つ
。
子
厚
の
此
の
詩
は
信
ま
こ
と
に
格
有
る
か
な
。
殆
ん
ど
天
の
賦
す
所
に
し
て
及

ぶ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
⋮
（
略
）
⋮
吁 

東
坡
の
面
前
に
至
り
て
は
、
李
杜
と
云
ふ

と
雖
も
瑕
類
を
免
れ
ず
。
矧い
は

ん
や
其
の
余
の
者
を
や
。
今 

雪
の
図
に
対
し
て
、
兼
ね
て

柳
鄭
の
二
人
の
提て
い

撕せ
い

を
用
ひ
樹た

つ
と
云
ふ
。

﹁
画
軸
﹂
詩
に
つ
い
て
は
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
と
鄭
谷
の
﹁
雪
﹂
詩
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
、
両
詩
に
蘇
東
坡
が
評
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
蘇
軾
は
﹁
江
雪
﹂

詩
に
つ
い
て
、
真
に
趣
が
あ
り
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
よ
う
だ
と
評
し
て
い
る
。﹁
江
雪
﹂

詩
を
称
揚
す
る
た
め
に
蘇
軾
の
言
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
蘇
東
坡
に
か
か
れ
ば
ど
の
よ

う
な
人
で
も
欠
点
を
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
蘇
東
坡
の
鑑
識
眼
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
名
高
い
柳
宗
元
﹁
江
雪
﹂
詩
と
鄭
谷
﹁
雪
﹂
詩
の
教
え
か
ら
自
身
の
詩
を
詠
じ
た
と

い
う
。

景
徐
周
麟
は
﹁
題
揚
知
客
畫
二
首
其
一
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

雪
如
搏
飯
是
船
窓
、
浦
口
風
嗔
緊
撃
樁
。

翻
轉
柳
州
有
聲
畫
、
蓑
翁
未
肯
釣
寒
江
。

雪
は
飯
を
搏う

つ
が
如
し 

是
れ
船
窓
、
浦
口 

風
は
嗔い
か

り
て
緊
し
く
樁く
ひ

を
撃
つ
。
柳
州
に
翻

轉
し
聲
畫
有
り
、
蓑
翁 

未
だ
寒
江
に
釣
る
を
肯
が
へ
ん
ぜ
ず
。

船
の
窓
辺
で
は
雪
が
ま
る
で
飯
粒
を
打
ち
付
け
る
よ
う
で
あ
り
、
川
の
ほ
と
り
で
は
風
が
厳

し
く
杭
に
吹
き
付
け
て
い
る
。
そ
の
翻
転
す
る
様
は
柳
州
に
も
及
び
、柳
宗
元
が
声
（
言
語
）

と
画
（
書
）
を
残
し
た
。
簑
を
つ
け
た
翁
は
寒
い
河
で
釣
り
を
す
る
の
を
承
知
し
て
い
な
い

か
の
ご
と
く
無
心
で
あ
る
。
揚
知
客
の
画
図
は
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
を
対
象
に
し
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

景
徐
周
麟
は
﹁
遠
浦
歸
帆
、江
天
暮
雪
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

萬
頃
烟
波
帆
影
雙
、
無
人
葉
雪
釣
寒
江
。

山
風
吹
傘
不
堪
力
、
上
有
僧
房
欲
借
窓
。

萬
頃 

烟
波 

帆
影
雙な
ら

び
、
人
無
く 

雪
葉ち

り
て 

寒
江
に
釣
る
。
山
風 

傘
を
吹
き 

力
に
堪た

へ

ず
、
上
に
僧
房
有
り
窓
を
借
ら
ん
と
欲
す
。
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水
面
は
極
め
て
広
く
、
も
や
が
わ
き
起
こ
り
、
帆
の
影
が
並
ん
で
い
る
。
人
影
は
見
え
な
い

も
の
の
、
雪
が
散
る
中
、
寒
江
に
釣
し
て
い
る
。
山
か
ら
の
風
が
傘
を
吹
き
、
そ
の
力
に
堪

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、山
上
に
あ
る
僧
房
で
宿
を
借
ろ
う
と
す
る
、と
あ
る
。
画
図
に
は
﹁
瀟

湘
八
景
﹂
が
描
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
賛
詩
で
は
﹁
江
雪
﹂
詩
を
結
び
付
け
て
詠
じ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、﹁
寒
江
獨
釣
図
﹂に
対
す
る
賛
詩
は
数
多
く
製
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
っ

て
多
く
の
禅
僧
の
意
識
下
に
﹁
江
雪
﹂
詩
が
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
２
）
禅
僧
の
「
江
雪
」
詩
理
解

禅
僧
は
﹁
江
雪
﹂
詩
及
び
画
図
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
理
解
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
横
川
景
三
（
一
四
二
九
～
一
四
九
三
）
は
﹁
雪
江
説
﹂（﹃
小
補
東
遊
後
集
﹄）
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

江
之
瑞
阜
、
有
一
少
年
。
諱
曰
釣
、
今
曹
源
柏
舟
長
老
寧
馨
也
。
為
人
敏
而
好
学
、
実

奇
童
也
。
由
是
柏
舟
不
以
常
児
待
之
、
庭
誨
諄
諄
、
玉
成
可
知
也
。
一
日
其
遊
、
携
此

軸
来
、
索
為
釣
立
字
、
且
作
之
説
。
余
曰
、
古
今
以
釣
為
業
者
不
一
矣
。（
略
）
余
特

愛
柳
柳
州
独
釣
寒
江
雪
之
句
、
遂
命
釣
曰
雪
江
。
然
而
余
所
謂
釣
、
非
世
之
所
謂
也
。

江
の
瑞
阜
、
一
少
年
有
り
。
諱
を
釣
と
曰
ひ
、
今
曹
源
柏
舟
長
老
の
寧ね
い

馨け
い

な
り
。
人
と
為

り
は
敏
に
し
て
学
を
好
み
、
実
に
奇
童
な
り
。
是
に
由
り
て
柏
舟
は
常
児
を
以
て
之
を
待

さ
ず
、
庭て
い

誨く
わ
いす

る
こ
と
諄
じ
ゅ
ん

諄じ
ゅ
ん、

玉
の
成
る
こ
と
知
る
べ
き
な
り
。
一
日 

其
れ
遊
び
、
此

の
軸
を
携
へ
て
来
り
、釣
の
立
字
を
為
し
、且
つ
之こ

の
説
を
作
さ
ん
こ
と
を
索も
と

む
。余
曰
く
、

古
今 

釣
を
以
て
業
と
為
す
者
一
な
ら
ず
。（
略
）
余 

特
に
柳
柳
州
の
﹁
独
り
釣
る 

寒
江

の
雪
﹂
の
句
を
愛
す
れ
ば
、
遂
に
釣
に
命
じ
て
雪
江
と
曰
ふ
。
然
而
れ
ど
も
余
の
謂
ふ
所

の
釣
は
、
世
の
謂
ふ
所
に
非
ざ
る
な
り
。

こ
こ
で
横
川
は
、
柏
舟
宗
趙
の
優
れ
た
弟
子
・
釣
が
字
を
求
め
て
き
た
こ
と
に
対
し
、﹁
雪
江
﹂

と
い
う
字
を
付
与
し
て
い
る
。
横
川
は
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
の
句
﹁
独
り
釣
る 

寒
江
の
雪
﹂

を
特
に
愛
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
そ
の
詩
句
か
ら
﹁
雪
江
﹂
を
取
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ

の
内
容
は
世
間
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
し
、
後
文
で
は
仏
典
等
か
ら
禅
的
内
容
を

付
加
し
て
解
説
し
て
い
る
。

横
川
景
三
は
さ
ら
に
﹁
釣
雪
斎
説
﹂（﹃
補
庵
京
華
続
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓋
有
釣
於
書
者
、
有
釣
於
詩
者
、
有
釣
於
棊
於
酒
者
、
是
也
。
誠
斎
楊
万
里
、
有
釣
雪

舟
斎
、
希
慕
柳
柳
州
江
雪
之
詩
、
而
其
義
者
釣
於
意
者
也
。
穎
叔
秀
知
客
、
就
予
求
斎

名
。
名
以
釣
雪
、
又
取
于
柳
詩
、
本
于
楊
義
也
。（
略
）

蓋
し
書
に
釣も
と

む
る
者
有
り
、
詩
に
釣
む
る
者
有
り
、
棊
に
酒
に
釣
む
る
者
有
る
は
、
是
な

り
。
誠
斎
楊
万
里
に
、
釣
雪
舟
斎
有
り
、
柳
柳
州
の
江
雪
の
詩
を
希
慕
し
、
其
の
義
は
意

に
釣
む
る
者
な
り
。
穎
叔
秀
知
客
、
予
に
就つ

き
て
斎
名
を
求
む
。
名
づ
け
て
釣
雪
を
以
て

す
る
は
、
又
柳
詩
よ
り
取
り
、
楊
の
義
に
本
づ
く
な
り
。（
略
）

こ
こ
で
は
横
川
が
斎
に
﹁
釣
雪
斎
﹂
と
名
付
け
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
楊
誠
斎
が
﹁
釣
雪

舟
斎
﹂
と
名
付
け
た
の
は
、
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
を
慕
い
、
そ
の
詩
意
に
求
め
る
と
い
う

こ
と
で
名
付
け
た
と
い
う
。そ
し
て
穎
叔
秀
知
客
が
横
川
に
斎
名
を
求
め
て
き
た
の
に
対
し
、

横
川
は
、
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
よ
り
﹁
釣
雪
﹂
と
名
付
け
、
そ
の
意
味
は
楊
誠
斎
が
斎
名

を
付
け
た
と
こ
ろ
に
基
づ
く
と
述
べ
て
い
る
。

希
世
霊
彦
は
﹁
伝
心
印
住
善
住
江
湖
疏
﹂（﹃
村
庵
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

睠
惟
祖
翁
之
精
藍
、
如
見
故
国
之
喬
木
。
一
字
華
星
両
章
秋
月
、
庶
嗣
徽
音
。
孤
舟
簑

笠
獨
釣
寒
江
、
敢
忘
旧
約
。

　

睠
か
へ
り
みる

に
祖
翁
の
精
藍
を
惟お
も

ひ
、
故
国
の
喬
木
を
見
る
が
如
し
。
一
字 

華
星 

両
章 

秋
月
、

　

庶
こ
ひ
ね
がは
く
は
徽
音
を
嗣
が
ん
。
孤
舟 

簑
笠 

獨
釣 

寒
江
、
敢
へ
て
旧
約
を
忘
る
。

心
印
□
伝
が
善
住
寺
に
住
す
る
に
あ
た
っ
て
の
江
湖
疏
で
あ
る
。
祖
師
の
残
し
た
寺
院
を
か

え
り
み
る
と
、
故
郷
の
高
い
木
を
見
る
が
ご
と
く
越
え
が
た
い
。
し
か
し
、
杜
甫
の
﹁
同
元

使
君
舂
陵
行
﹂
詩
に
あ
る
が
ご
と
く
、
一
字
が
星
の
よ
う
に
輝
き
、
二
人
の
文
章
が
月
の
よ

う
に
他
を
照
ら
し
、
素
晴
ら
し
い
評
判
を
受
け
継
い
で
ほ
し
い
。
ま
た
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
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詩
に
あ
る
が
ご
と
く
、
参
禅
に
務
め
以
前
の
約
束
を
敢
え
て
忘
れ
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
、

と
住
寺
を
勧
め
て
い
る
。﹁
江
雪
﹂
詩
と
無
心
を
結
び
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

万
里
は
﹁
釣
雪
斎
詩
並
序
﹂（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
次
の
よ
う
に
序
を
述
べ
て
い
る
。

龍
集
戊
申
菊
節
之
前
数
日
、
接
淅
避
兵
馬
於
武
陵
、
欲
赴
越
上
之
佳
境
。
連
雨
満
天
、

未
得
発
軫
、
留
滞
逆
旅
、
借
筆
硯
書
焉
。
意
甚
不
快
、
漫
作
釣
雪
之
詩
上
軸
。
可
謂
寒

江
独
釣
之
図
也
。

龍
集
戊
申
菊
節
の
前
数
日
、
接せ
つ

淅せ
き

し
て
兵
馬
を
武
陵
に
避
け
、
越
上
の
佳
境
に
赴
か
ん
と

欲
す
。
連
雨
天
に
満
ち
、
未
だ
軫し
ん

を
発
す
る
を
得
ず
、
逆
旅
に
留
滞
し
、
筆
硯
を
借
り
て

書
す
。
意
は
甚
だ
不
快
な
れ
ど
も
、
漫
り
に
釣
雪
の
詩
を
作
り
て
軸
に
上
す
。
寒
江
独
釣

の
図
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

長
享
二
年
九
月
九
日
の
数
日
前
に
兵
乱
を
避
け
て
越
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
雨
の
た
め
出
発

で
き
ず
宿
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
気
分
は
優
れ
な
い
が
釣
雪
斎
賛
詩
を
軸
に
記
し
た
と
あ
る
。

ま
さ
し
く
寒
江
独
釣
の
図
と
言
う
に
相
応
し
い
と
す
る
。

正
宗
龍
統
（
一
四
二
九
～
一
四
九
八
）
は
﹁
四
時
画
山
水
賛
﹂
の
﹁
冬
﹂（﹃
禿
尾
長
柄
帚
﹄）

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓋
斯
図
者
、
取
柳
河
東
江
雪
詩
而
描
也
歟
。
詩
曰
、
千
山
鳥
飛
絶
、
萬
徑
人
蹤
滅
。
孤

舟
簑
笠
翁
、
獨
釣
寒
江
雪
。
今
也
山
之
白
者
、
僅
七
八
峯
而
無
鳥
。
鳥
飛
絶
云
者
、
無

若
有
。
林
舎
髣
見
、
渓
上
橋
僅
示
有
径
而
無
人
。
人
蹤
滅
云
者
、
亦
無
若
有
。
矧
山
與

径
倶
錯

尽
萬
千
、
雖
十
幅
鵞
渓
、
而
不
可
得
矣
。
斯
画
之
所
莫
及
也
。
江
上
有
孤
舟
、

閣

戴
笠
、
篷
外
独
坐
而
釣
者
、
摸
倣
末
句
爾
。
至
於
詩
之
以
雪
為
尾
而
顕
之
首
、
則

東
坡
有
曰
、
信
有
格
也
哉
。
微
釣
者
、
孰
其
在
鳥
尽
人
稀
之
処
、
能
注
目
乎
。
於
是
懐

曠
神
潔
、
世
慮
何
有
。
栄
辱
咸
忘
、
可
謂
卓
立
于
天
地
之
表
。
斯
復
画
之
所
莫
及
而
詩

之
至
妙
也
。
不
翅
画
也
。
後
之
能
詩
者
、
亦
所
莫
及
矣
。
恐
世
之
見
予
語
者
、
乃
謂
、

唯
愛
詩
、
不
愛
画
。
予
非
不
愛
画
、
偶
因
図
挙
柳
之
独
歩
乎
千
載
者
、
悉
俾
人
知
殆
天

所
賦
不
及
焉
耳
矣
。

蓋
し
斯
の
図
は
、
柳
河
東
の
江
雪
詩
を
取
り
て
描
く
な
ら
ん
か
。
詩
に
曰
く
、
千
山 

鳥 

飛
ぶ
こ
と 

絶
え
、
萬
徑 

人
蹤
滅
す
。
孤
舟 

簑
笠
の
翁
、
獨
り
釣
る 

寒
江
の
雪
、
と
。

今
や
山
の
白
き
は
、
僅
か
七
八
峯
に
し
て
鳥
無
し
。
鳥
飛
ぶ
こ
と
絶
ゆ
と
云
ふ
は
、
有
る

が
若
き
無
し
。
林
舎
は
見
る
に
髣に

る
も
、渓
上
の
橋
に
僅
か
に
径
有
る
を
示
す
も
人
無
し
。

人
蹤
滅
す
と
云
ふ
は
、
亦
た
有
る
が
若
き
無
し
。
矧い
は

ん
や
山
と
径
と
倶
に
錯

し
て
萬
千

を
尽
く
し
、
十
幅
の
鵞
渓
と
雖
も
、
得
る
べ
か
ら
ざ
る
を
や
。
斯
の
画
の
及
ぶ
こ
と
莫
き

所
な
り
。
江
上
に
孤
舟
有
り
、

を
閣と

め
笠
を
戴
き
、
篷
外
に
独
り
坐
し
て
釣
る
者
、
末

句
を
摸
倣
す
る
の
み
。
詩
の
雪
を
以
て
尾
と
為
す
も
之
を
首
と
顕
す
に
至
り
て
は
、
則
ち

東
坡
の
、
信
に
格
有
る
な
り
と
曰
ふ
有
り
。
微か
す

か
に
釣
る
者
、
孰た
れ

か
其
れ
鳥
尽
き
人
稀
な

る
処
に
在
り
て
、
能
く
注
目
せ
ん
や
。
是
に
於
て
懐
曠
神
潔
、
世
に
慮
る
こ
と
何
ぞ
有
ら

ん
。
栄
辱 

咸
な
忘
れ
、
天
地
の
表
に
卓
立
す
と
謂
ふ
べ
し
。
斯
れ
復
た
画
の
及
ぶ
こ
と

莫
き
所
に
し
て
詩
の
至
妙
な
り
。
翅た
だ

に
画ゑ
が

か
ざ
る
な
り
。
後
の
詩
を
能
く
す
る
者
、
亦
た

及
ぶ
こ
と
莫
き
所
な
り
。
恐
ら
く
は
世
の
予
が
語
を
見
る
者
、
乃
ち
謂
ふ
、
唯
だ
詩
を
愛

し
、
画
を
愛
さ
ず
、
と
。
予
は
画
を
愛
さ
ざ
る
に
非
ず
、
偶た
ま

ゝ
図
に
因
り
て
柳
の
千
載
に

独
歩
す
る
者
な
る
を
挙
げ
、
悉
く
人
を
し
て
殆
ど
天
の
賦
す
所
に
し
て
及
ば
ざ
る
を
知
ら

し
む
の
み
。

﹁
寒
江
獨
釣
図
﹂
の
賛
で
あ
る
。
正
宗
は
﹁
江
雪
﹂
詩
が
余
り
に
も
優
れ
て
い
る
た
め
画
に

描
き
き
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
山
の
白
い
様
子
は
わ
ず
か
七
八
峯
に
と
ど
ま
り
鳥
が

い
な
い
。﹁
鳥
飛
絶
﹂
は
こ
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
描
か
れ
て
い
な
い
。
林
の
家
は

見
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、谷
の
上
の
橋
に
は
わ
ず
か
に
小
道
が
あ
り
人
は
い
な
い
。﹁
人
蹤
滅
﹂

も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
山
と
小
道
が
入
り
交
じ
っ
て
万
千

に
及
び
、
さ
ら
に
十
幅
の
鵞
渓
を
描
い
た
と
し
て
も
こ
の
境
地
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
画
図
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
に
一
つ
の
舟
が
あ
り
、
笠
を
着
て
苫

の
外
で
一
人
座
っ
て
釣
り
を
す
る
者
が
い
る
の
は
、﹁
獨
り
釣
る 

寒
江
の
雪
﹂
を
模
し
た
も

の
で
あ
る
。
詩
の
中
で
雪
を
末
句
で
述
べ
て
そ
の
首
を
表
し
て
い
る
の
は
、
蘇
軾
が
言
う
よ

か
ぢ
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う
に
真
に
格
を
備
え
て
い
る
と
言
え
る
。
釣
る
者
は
、
一
体
人
が
い
な
い
場
所
に
あ
っ
て
誰

が
注
目
し
よ
う
か
。
こ
の
境
地
に
い
た
り
、
思
い
は
明
ら
か
に
な
り
精
神
は
さ
っ
ぱ
り
し
、

世
を
超
越
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
栄
辱
を
忘
れ
、
天
地
の
表
に
一
体
に
な
っ
て
立

つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
こ
の
画
図
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
詩
の

優
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。
後
世
に
詩
を
詠

む
の
に
精
通
し
た
者
も
及
ば
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
自
分
の
評
を
見
た
人
は
、

私
が
た
だ
詩
を
愛
し
て
い
る
だ
け
で
、
画
を
愛
し
て
い
な
い
た
め
だ
と
言
う
だ
ろ
う
。
私
は

画
を
愛
し
て
い
な
い
こ
と
は
な
く
、
た
ま
た
ま
画
図
に
よ
っ
て
柳
宗
元
の
詩
が
千
年
に
一
人

で
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
人
に
天
が
賦
与
し
た
も
の
で
及
ば
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
後
期
禅
僧
は
﹁
寒
江
獨
釣
図
﹂
よ
り
、
雑
念
・
煩
悩
を
捨
て
去
り
、
翁

と
天
地
と
が
一
体
と
な
っ
た
情
景
を
読
み
と
り
、
賛
詩
・
称
揚
文
を
製
し
て
い
る
。
画
図
に

よ
っ
て
視
覚
的
効
果
も
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
も
多
く
、
禅
的
境
地
を
示
す
格
好
の
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

四
、
柳
宗
元
と
愚
渓
に
対
し
て

柳
宗
元
は
永
州
の
地
に
流
さ
れ
た
折
、
自
身
が
愚
か
で
あ
っ
た
た
め
こ
の
地
に
流
さ
れ
た

と
し
て
、八
つ
の
景
勝
地
に
﹁
愚
﹂
字
を
加
え
て
呼
称
し
て
い
る
。
特
に
中
期
の
禅
僧
に
よ
っ

て
、
八
愚
の
一
つ
で
あ
る
﹁
愚
渓
﹂
は
柳
宗
元
が
自
ら
修
養
に
務
め
、
自
然
と
融
合
し
た
佳

処
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。後
期
で
は
ど
の
よ
う
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

天
隠
龍
澤
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
は
﹁
愚
渓
﹂（﹃
黙
雲
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

百
不
会
兮
百
不
知
、
潺
湲
日
夜
渉
狐
疑
。

離
氷
無
水
君
看
取
、
劈
箭
機
前
莫
鈍
遅
。

百す
べ

て
会
さ
ず 

百
て
知
ら
ず
、
潺せ
ん

湲く
わ
んと

し
て
日
夜 

狐
疑
に
渉
る
。
氷
よ
り
離
れ
て
は
水
無

し 

君
看
取
せ
よ
、
劈ひ
つ

箭せ
ん 

機
前 

鈍
遅
す
る
こ
と
莫
か
れ
。

号
頌
で
あ
る
。
愚
渓
の
様
子
を
詠
じ
、
悟
り
の
契
機
を
述
べ
て
い
る
。
何
事
も
会
せ
ず
知
ら

ず
、
渓
の
流
れ
の
よ
う
に
絶
え
間
な
く
疑
い
続
け
て
い
る
。
氷
よ
り
離
れ
て
は
水
が
無
い
こ

と
を
君
は
看
取
し
な
さ
い
、
そ
の
煩
悩
を
断
ち
切
る
瞬
間
は
弓
が
放
た
れ
る
瞬
間
の
ご
と
く

で
あ
り
躊
躇
し
て
は
い
け
な
い
、
と
開
悟
の
瞬
間
を
表
現
し
て
い
る
。

天
隠
龍
澤
は
﹁
月
建
住
東
福
﹂（﹃
黙
雲
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

猶
在
後
昆
可
慕
、
寔
是
古
人
所
難
。
自
愛
某
渓
、
柳
儀
曹
撰
八
愚
序
。
久
寓
佳
境
、
蘇

太
史
作
三
笑
図
。

猶
ほ
後
昆
の
慕
ふ
べ
き
在
る
が
ご
と
く
、
寔
ま
こ
と
に
是
れ
古
人
の
難
し
と
す
る
所
な
り
。
自
ら

某
渓
を
愛
す
、
柳
儀
曹
八
愚
の
序
を
撰
す
。
久
し
く
佳
境
に
寓
す
、
蘇
太
史 

三
笑
図
を

作
す
。

虎
関
師
錬
︱
龍
泉
令
淬
︱
愚
渓
知
至
︱
邵
外
令
英
︱
月
建
令
諸
と
な
る
。
月
建
が
東
福
寺
に

住
す
る
に
あ
た
っ
て
の
疏
で
あ
る
。
子
孫
が
慕
う
べ
き
事
で
あ
る
が
、
古
人
が
困
難
と
し
て

き
た
こ
と
で
も
あ
る
と
励
ま
し
た
後
、柳
宗
元
が
自
ら
渓
谷
を
愛
し
、八
つ
の
景
勝
地
を
﹁
愚

渓
詩
序
﹂（
巻
二
十
四
）
の
中
で
﹁
八
愚
﹂
と
称
し
、蘇
軾
が
久
し
く
景
色
の
よ
い
場
所
（
廬

山
）
に
寓
し
、﹁
三
笑
図
賛
﹂
を
製
し
た
こ
と
を
言
う
。
月
建
に
東
福
寺
の
境
致
を
愛
し
て

ほ
し
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

愚
渓
に
つ
い
て
は
、
禅
の
宗
旨
に
通
じ
る
高
遠
な
場
所
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

五
、
禅
的
場
面
に
お
い
て

後
期
に
至
る
ま
で
禅
的
場
面
に
お
い
て
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て

い
た
。
宗
旨
を
述
べ
る
場
面
は
主
に
﹁
字
説
﹂﹁
語
録
﹂﹁
疏
﹂
と
い
っ
た
諸
作
品
で
あ
る
。

横
川
景
三
は
﹁
花
嶽
春
菴
主
賛
﹂（﹃
小
補
東
遊
後
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
人
活
計
、
菴
主
老
拳
。
惟
悳
惟
馨
、
種
樹
如
読
郭
槖
駝
之
伝
。
有
名
有
実
、
逐
花
似
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参
岑
大
虫
之
禅
。（
略
）

道
人
の
活
計
、
菴
主
の
老
拳
。
惟
れ
悳と
く 

惟
れ
馨
、
樹
を
種
ゑ
て
郭
槖
駝
の
伝
を
読
む
が

如
し
。
名
有
り
実
有
り
、
花
を
逐
ひ
て
岑
大
虫
の
禅
に
参
ず
る
に
似
る
。（
略
）

花
嶽
春
菴
主
で
あ
る
傑
岩
禅
偉
（
大
義
之
子
）
に
対
す
る
賛
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
菴
主
が
得

道
し
て
弟
子
の
教
育
を
生
業
と
し
、
そ
の
徳
と
名
声
が
響
き
渡
り
、
ま
る
で
柳
宗
元
の
﹁
種

樹
郭
槖
駝
伝
﹂
に
、
植
木
職
人
が
木
の
性
質
を
見
抜
い
て
そ
れ
に
応
じ
て
育
て
る
こ
と
が
書

い
て
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
指
導
が
弟
子
の
本
来
の
性
質
を
伸
ば
す
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
名
実
が
伴
い
、
花
を
逐
っ
て
い
く
よ
う
に
参
禅
す
る
の
は
ま
る
で
大
虫
宗
岑
の
禅
の
よ
う

で
あ
る
と
い
う
。

横
川
景
三
は
﹁
培
睡
斎
説
﹂（﹃
補
庵
京
華
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
略
）
一
日
公
告
予
曰
、
我
平
生
無
四
立
壁
、
挙
為
己
有
、
毎
逢
睡
足
処
。
指
曰
、
吾

愛
吾
廬
。
陸
渭
南
詩
、
曰
一
杯
濁
酒
栽
培
睡
。
培
睡
両
字
、
爬
著
癢
処
、
請
以
培
睡
為

斎
名
。
如
何
。
予
曰
、
善
。
仍
作
培
睡
斎
説
、
以
胎
之
。（
略
）
柳
柳
州
作
種
樹
郭
槖

駝
伝
、
其
末
曰
、
吾
問
養
樹
、
得
養
人
術
。
予
今
読
種
樹
伝
、
得
培
睡
術
。
夫
三
条
椽

下
、
七
尺
単
前
、
公
栽
培
睡
之
地
也
。（
略
）

（
略
）
一
日 

公 

予
に
告
げ
て
曰
く
、
我
平
生
に
四
立
の
壁
無
く
、
挙
げ
て
己
が
有
と
為な

し
、

毎
に
睡
足
の
処
に
遭
ふ
。
指
し
て
曰
ふ
、
吾 

吾
が
廬
を
愛
す
。
陸
渭
南
の
詩
に
、
一
杯

の
濁
酒 

睡
を
栽
培
す
と
曰
ふ
。
培
睡
の
両
字
、
癢や
う

処し
よ

に
爬
著
す
れ
ば
、
培
睡
を
以
て
斎

名
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
如
何
、
と
。
予
曰
く
、
善
し
、
と
。
仍よ

り
て
培
睡
斎
の
説
を

作
し
、
以
て
之
に
胎お
く

る
。（
略
）
柳
柳
州 

種
樹
郭
槖
駝
伝
を
作
し
、
其
の
末
に
曰
く
、
吾 

樹
を
養
ふ
を
問
ひ
、
人
を
養
ふ
の
術
を
得
、
と
。
予 

今
種
樹
伝
を
読
む
に
、
睡
を
培
ふ

の
術
を
得
。
夫
れ
三
条
の
椽
下
、七
尺
の
単
前
は
、公
の
睡
を
栽
培
す
る
の
地
な
り
。（
略
）

こ
こ
で
は
、﹁
公
﹂
こ
と
廷
材
慈
樟
が
、
平
生
に
お
い
て
全
て
自
身
の
思
い
の
ま
ま
に
暮
ら

し
、
い
つ
も
睡
眠
の
充
足
し
て
い
る
場
所
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
陸
游
の
﹁
暮
秋
﹂

詩
に
あ
る
﹁
培
睡
﹂
の
二
字
が
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
よ
う
に
、
自
分
の
意
に
通
じ
て

す
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
斎
を
﹁
培
睡
斎
﹂
に
し
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。
横
川

は
そ
の
申
し
出
に
納
得
し
、﹁
培
睡
斎
﹂の
説
を
製
し
て
い
る
。
そ
の
説
の
中
で
柳
宗
元
の﹁
種

樹
郭
槖
駝
伝
﹂
の
終
わ
り
に
、
樹
木
を
養
う
こ
と
を
知
る
こ
と
か
ら
、
人
間
を
養
う
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
の
を
読
み
、
自
身
も
こ
の
﹁
種
樹
郭
槖
駝
伝
﹂
を
読
ん
で
睡
眠

を
培
う
術
を
得
た
と
い
う
。
直
接
に
斎
の
名
に
通
じ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
横
川
の
思
考
に
強

い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

彦
龍
周
興
は
﹁
蓮
甫
字
説
﹂（﹃
半
陶
文
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
略
）
或
有
正
旦
開
花
者
、
或
有
臈
月
開
花
者
。
千
年
之
碧
、
十
丈
之
紅
、
曰
奇
曰
瑞
。

書
於
柳
柳
州
之
表
、
記
於
周
濂
渓
之
説
。
雑
出
於
花
史
花
譜
、
樹
経
薬
録
、
百
家
之
編
、

而
昭
昭
矣
。（
略
）

（
略
）或
い
は
正
旦
に
開
花
す
る
者
有
り
、或
い
は
臈ら
ふ

月げ
つ

に
開
花
す
る
者
有
り
。
千
年
の
碧
、

十
丈
の
紅
、
奇
と
曰
ひ
瑞
と
曰
ふ
。
柳
柳
州
の
表
に
書
し
、
周
濂
渓
の
説
に
記
す
。
花
史

花
譜
、
樹
経
薬
録
、
百
家
の
編
に
雑
出
し
、
昭
昭
た
り
。（
略
）

こ
こ
で
は
蓮
の
花
に
つ
い
て
、
正
月
に
咲
く
も
の
も
あ
れ
ば
十
二
月
に
咲
く
も
の
、
長
い
年

月
葉
を
つ
け
、
長
い
茎
に
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
柳
宗
元
は﹁
為
王
京
兆
賀
嘉
蓮
表
﹂（
巻
三
十
七
）を
、周
濂
渓
は﹁
愛
蓮
説
﹂

（﹃
古
文
真
宝
﹄
所
収
）
を
記
し
て
蓮
を
称
揚
し
て
お
り
、
多
く
の
書
物
で
言
及
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
言
う
。

景
徐
周
麟
は
﹁
叢
茂
彦
住
眞
如
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

樹
有
萬
年
、
至
今
残
花
春
雨
。
竹
無
三
月
、
依
舊
晩
節
歳
寒
。
匪
與
紅
紫
爭
時
、
固
知

盛
衰
有
數
。
某
、
如
鄒
氏
律
、
似
柳
州
文
。

樹
に
萬
年
有
り
、
今
に
至
り
て
残
花
春
雨
た
り
。
竹
に
三
月
無
く
、
舊
に
依
り
て
晩
節
歳

寒
た
り
。
紅
紫
と
時
を
爭
ふ
に
匪あ
ら

ず
、
固
ま
こ
と
に
知
る 

盛
衰
の
數
さ
だ
め

有
る
を
。
某
、
鄒
氏
の
律

の
如
く
、
柳
州
の
文
の
似ご
と

し
。

茂
彦
善
叢
が
真
如
寺
に
住
す
る
に
あ
た
っ
て
の
江
湖
疏
で
あ
る
。
樹
に
万
年
の
寿
命
が
あ
る
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も
、
今
春
の
雨
が
降
る
中
、
散
り
残
っ
た
花
が
付
い
て
い
る
。
竹
に
春
三
月
は
関
係
な
く
、

む
か
し
の
ま
ま
に
歳
寒
の
晩
節
を
迎
え
る
。
紅
色
の
花
と
紫
色
の
花
と
が
時
を
争
う
よ
う
な

こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
見
る
と
全
く
栄
枯
盛
衰
に
さ
だ
め
が
あ
る
の
を
知
る
、
と
茂
彦
善

叢
が
真
如
寺
に
住
す
る
こ
と
を
運
命
と
し
て
祝
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
茂
彦
が
、
斉
の
鄒
衍

が
律
を
吹
く
と
暖
気
を
招
来
し
た
よ
う
に
、
柳
宗
元
が
柳
州
で
清
廉
な
政
治
を
行
い
優
れ
た

文
章
を
残
し
た
よ
う
に
、
叢
林
を
感
化
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
称
揚
し
て
い
る
。

景
徐
周
麟
は
﹁
山
城
州
仁
和
寺
安
養
谷
薦
覆
寺
化
縁
疏
并
序
（
同
門
疏
）﹂
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

冠
其
冠
衣
其
衣
、
岑
公
錢
叫
元
寳
童
子
。
斧
彼
斧
鋸
彼
鋸
、
柳
州
文
稱
陽楊
カ

潛
梓
人
。
萬

縁
所
成
、
百
堵
皆
作
。

其
の
冠
を
冠
と
し
其
の
衣
を
衣
と
し
、
岑
公
の
錢 

元
寳
を
童
子
と
叫よ

ぶ
。
彼
の
斧
を
斧

と
し
彼
の
鋸
を
鋸
と
し
、
柳
州
の
文 

陽楊
カ

潛
を
梓
人
と
稱
す
。
萬
縁
の
成
す
所
、
百
堵 

皆

作
す
。

こ
こ
で
は
柳
宗
元
の
﹁
梓
人
伝
﹂
を
引
用
し
て
い
る
。﹁
梓
人
伝
﹂
は
、
楊
潜
と
い
う
大
工

の
棟
梁
が
適
材
適
所
を
指
示
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
指
導
力

を
発
揮
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

柳
宗
元
の
詩
文
が
直
接
に
宗
旨
と
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
宗
旨
に
導
く
に
際

し
て
啓
発
す
る
材
料
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

六
、
種
種
の
場
面
に
お
い
て

禅
僧
は
特
定
の
場
面
に
関
連
し
て
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
を
詩
文
に
詠
み
込
み
、
自
己
の

博
識
を
披
露
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
瑞
渓
周
鳳
は
﹁
叔
衡
璣
西
堂
住
豊
後
萬
寿
諸
山

江
湖
疏
﹂（﹃
臥
雲
疏
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蜀
日
越
雪
、
猶
懐
子
厚
退
之
。
牡
丹
海
棠
、
孰
為
欧
陽
司
馬
。
才
徳
之
尊
久
継
者
、
声

名
之
下
今
其
庶
乎
。

蜀
の
日 

越
の
雪
、
猶
ほ
子
厚
・
退
之
を
懐
ふ
が
ご
と
し
。
牡
丹 

海
棠
、
孰
か
欧
陽
司
馬

と
為
さ
ん
。
才
徳
の
尊 

久
し
く
継
ぐ
者
、
声
名
の
下 

今
其
れ
庶
は
ん
。

こ
こ
で
は
韓
愈
も
柳
宗
元
も
﹁
答
韋
中
立
論
師
道
書
﹂
と
い
う
題
で
文
章
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
蜀
で
は
日
が
照
ら
な
い
た
め
、
日
が
照
る
と
犬
が
ほ
え
、
越
で
は
雪
が
降
る
と
犬

が
ほ
え
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
見
識
の
狭
い
者
が
卓
絶
な
言
行
に
対
し
て
疑
い
怪
し
む
こ

と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
欧
陽
修
や
司
馬
光
の
よ
う
に
牡
丹
と
海
棠
を
称

揚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
言
い
、
疏
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て
謙
遜
の
意
を
表
し
て
い

る
。瑞

渓
は
﹁
七
夕
次
雲
字
韻
﹂（﹃
臥
雲
藁
﹄）
で
、﹁
星
夕
吾
無
乞
巧
文
、拙
詩
天
外
恨
離
群
。﹂

（
星
夕 

吾
に
乞
巧
の
文
無
く
、
拙
詩 

天
外 

離
群
を
恨
む
。）
と
、
七
夕
に
文
が
巧
み
に
な
る

こ
と
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
分
が
拙
い
詩
ば
か
り
を
製
す
る
の
を
恥
じ
入
る
こ
と

を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
柳
宗
元
の
﹁
乞
巧
文
﹂（
巻
十
八
）
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

横
川
景
三
は
﹁
読
柳
柳
州
霹
靂
琴
賛
﹂（﹃
小
補
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

八
司
馬
党
数
先
生
、
文
以
琴
中
霹
靂
鳴
。

写
罷
貞
元
供
奉
曲
、
瀟
湘
流
水
断
腸
声
。

八
司
馬
の
党 

先
生
を
数
へ
、
文
は
琴
中
の
霹へ
き

靂れ
き

を
以
て
鳴
ら
し
む
。
貞
元
の
供
奉
の
曲

を
写
し
罷
へ
、
瀟
湘
の
流
水 

断
腸
の
声
。

柳
宗
元
の
﹁
霹
靂
琴
引
賛
﹂（
巻
十
九
）
を
読
ん
だ
感
想
を
詠
じ
て
い
る
。
柳
宗
元
が
八

司
馬
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、そ
の
文
章
は
琴
の
中
で
霹
靂
の
名
前
を
世
に
知
ら
し
め
て
い
る
、

と
柳
宗
元
の
﹁
霹
靂
琴
賛
﹂
が
名
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
貞
元
に
お
い
て

天
子
の
お
供
を
す
る
曲
を
写
し
終
え
、
僻
地
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
瀟
水
と
湘
水
に
悲

し
み
の
声
を
響
か
せ
た
、
と
柳
宗
元
の
不
遇
を
詠
ん
で
い
る
。

天
隠
龍
澤
は
﹁
遊
箕
山
記
﹂（﹃
天
隠
和
尚
文
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

座
上
有
短
屏
、
画
以
蘭
亭
勝
集
。
謝
安
孫
統
等
四
十
二
人
、
列
于
水
辺
、
沈
吟
者
爛
酔

者
、
各
臻
其
極
。

破
墨
霾
、
有
不
可
弁
者
。
蓋
唐
絵
也
。
宅
主
不
解
文
字
、
不
知
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為
其
蘭
亭
図
、
以
故
不
珎
之
。
柳
子
厚
云
、
蘭
亭
不
遭
右
軍
、
則
清
湍
修
竹
、
蕪
没
於

空
山
矣
。
嗚
呼
。

座
上
に
短
屏
有
り
、
画
に
蘭
亭
勝
集
を
以
て
す
。
謝
安
・
孫
統
等
四
十
二
人
、
水
辺
に
列

し
、
沈
吟
す
る
者 

爛
酔
す
る
者
、
各お
の

ゝ
其
の
極
み
に
臻い
た

る
。

は
破
れ
墨
は
霾
つ
ち
ふ
り
、
弁

ず
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
蓋
し
唐
絵
な
り
。
宅
主 

文
字
を
解
せ
ず
、
其
の
蘭
亭
の
図
為

る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
の
故
に
之
を
珎
せ
ず
。
柳
子
厚
云
ふ
、
蘭
亭
は
右
軍
に
遭
は
ざ

れ
ば
、
則
ち
清
湍 
修
竹
、
空
山
に
蕪
没
す
、
と
。
嗚
呼
。

座
上
に
王
羲
之
が
蘭
亭
で
謝
安
や
孫
統
を
別
荘
に
招
い
て
、
曲
水
の
宴
を
開
い
た
様
子
が
事

細
か
に
描
か
れ
て
い
る
屏
風
が
あ
る
が
、
絹
が
破
れ
墨
が
く
も
っ
て
い
る
た
め
主
人
は
そ
れ

が
蘭
亭
図
だ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
有
様
を
見
て
、
柳
宗
元
が
﹁
邕
州
柳
中
丞
作
馬

退
山
茅
亭
記
﹂（
巻
二
十
七
）
で
、
蘭
亭
が
王
羲
之
に
逢
わ
な
か
っ
た
ら
、
清
ら
か
な
早
瀬

や
修
竹
は
、
誰
も
い
な
い
山
に
生
い
茂
り
荒
れ
果
て
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
述
べ
た
こ
と
に
等

し
い
と
嘆
い
て
い
る
。

天
隠
龍
澤
は
﹁
瑞
柳
﹂（﹃
黙
雲
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

枝
枝
吹
緑
映
金
門
、
知
是
唐
家
雨
露
恩
。

一
樹
春
風
有
栄
辱
、
柳
江
柳
属
柳
宗
元
。

枝
枝 

緑
を
吹
き
金
門
に
映
ず
、
知
る 

是
れ
唐
家
の
雨
露
の
恩
た
る
を
。
一
樹 
春
風 

栄

辱
有
り
、
柳
江 

柳
は
属
す 

柳
宗
元
。

枝
枝
に
葉
を
茂
ら
せ
、
緑
が
美
麗
な
門
に
映
え
て
い
る
の
は
、
唐
の
国
家
の
恩
沢
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
同
じ
樹
で
あ
り
な
が
ら
春
風
が
吹
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
世
に

栄
辱
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、柳
江
の
ほ
と
り
の
柳
も
柳
宗
元
が
植
え
た
も
の
で
あ
り
、き
っ

と
美
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
、
樹
も
為
政
者
や
所
有
者
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
詠
じ

て
い
る
。
こ
れ
は
柳
宗
元
が
﹁
種
柳
戲
題
﹂（
巻
四
十
二
）
で
﹁
柳
州
柳
刺
史
、種
柳
柳
江
辺
。﹂

（
柳
州
の
柳
刺
史
、
柳
を
種
う 

柳
江
の
辺
。）
と
詠
ん
で
い
る
の
を
引
用
し
て
い
る
。

万
里
集
九
は
﹁
読
送
窮
文
﹂（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

き
ぬ

暁
嗽
薔
薇
露
一
瓶
、
鶯
声
度
処
意
先
醒
。

斯
文
別
有
風
流
号
、
春
湧
元
祐
北
斗
経
。

暁
に
嗽
く
ち
そ
そぐ 

薔
薇
露
の
一
瓶
、
鶯
声 

度
る
処 

意
先ま

づ
醒
む
。
斯
文 

別
に
風
流
の
号
有
り
、

春
は
湧
く 

元
祐 

北
斗
の
経
。

﹁
送
窮
文
﹂
は
韓
愈
の
作
品
で
あ
る
。
万
里
は
こ
の
詩
の
題
注
に
﹁
柳
子
厚
得
昌
黎
文
、
先

以
此
薔
薇
露
洗
手
、
然
後
読
。﹂（
柳
子
厚
は
昌
黎
の
文
を
得
る
や
、
先
づ
此
の
薔
薇
露
を
以

て
手
を
洗
ひ
、
然
る
後
に
読
む
。）
と
付
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
朝
に

薔
薇
露
で
口
を
す
す
い
で
か
ら
読
ん
で
い
る
と
、
鶯
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
自
分
の
思
い

が
目
覚
め
る
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る④

。
後
半
句
は
韓
愈
が
風
流
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
、僧
に
北
斗
経
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ
た
朝
廷
を
非
難
し
た
こ
と
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。

万
里
集
九
は
陸
游
像
の
画
図
に
賛
詩
を
付
す
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
な
序
文
を
兼
ね
た
長

文
の
題
を
詠
ん
で
い
る
。

石
林
詩
話
云
、
蔡
天
啓
言
、
嘗
與
張
文
潜
論
韓
柳
五
字
警
句
。
文
潜
挙
退
之
、
暖
風
抽

宿
麦
、
清
雨
巻
帰
旗
、
子
厚
、
壁
空
残
月
曙
、
門
掩
候
虫
秋
、
皆
集
中
第
一
也
。
余
謂
、

細
雨
騎
驢
入
剣
門
、
蓋
剣
南
集
中
之
警
策
邪
。
謹
題
放
翁
像
上
云
。

石
林
詩
話
に
云
ふ
、
蔡
天
啓
言
ふ
、
嘗
て
張
文
潜
と
韓
柳
の
五
字
の
警
句
を
論
ず
。
文
潜

は
退
之
の
、
暖
風 

宿
麦
を
抽ぬ

き
、
清
雨 

帰
旗
を
巻
く
と
、
子
厚
の
、
壁
は
空
し 

残
月
の
曙
、

門
は
掩お
ほ

ふ 

候
虫
の
秋
を
挙
げ
、
皆
な
集
中
の
第
一
な
り
、
と
。
余
は
謂
へ
ら
く
、
細
雨 

騎
驢 

剣
門
に
入
る
は
、
蓋
し
剣
南
集
中
の
警
策
た
る
か
、
と
。
謹
み
て
放
翁
の
像
上
に

題
し
て
云
ふ
。

ま
ず
﹃
石
林
詩
話
﹄
の
中
で
、
張
文
潜
が
柳
宗
元
の
﹁
酬
婁
秀
才
寓
居
開
元
寺
早
秋
月
夜
病

中
見
寄
﹂
詩
（
巻
四
十
二
）
に
﹁
月
が
残
る
夜
明
け
に
壁
が
虚
し
く
立
ち
、
季
節
の
虫
が
鳴

く
秋
を
門
が
被
っ
て
い
る
﹂
と
あ
る
句
を
集
中
の
第
一
と
し
て
い
る
の
を
引
用
す
る
。
そ
し

て
、
万
里
自
身
は
陸
游
の
﹁
剣
門
道
中
遇
微
雨
﹂
詩
の
﹁
細
い
雨
が
降
る
中
に
驢
馬
に
乗
っ

て
剣
門
に
入
る
﹂
が
警
句
で
あ
る
と
し
、
陸
游
の
画
像
上
に
詩
を
賛
し
た
と
い
う
。
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万
里
集
九
は
次
の
よ
う
な
長
文
の
詩
題
を
言
う
。

余
六
年
前
、
挿
尺
余
之
桜
苗
於
庭
背
。
今
始
着
花
。
歓
而
抃
焉
。
命
老
妻
醜
妾
取
濁
、

就
樹
下
祝
花
之
寿
。
作
小
詩
擬
嘉
樹
伝
云
。

余
は
六
年
前
、
尺
余
の
桜
苗
を
庭
背
に
挿さ

す
。
今
始
め
て
花
を
着
く
。
歓
び
て
抃う

つ
。
老

妻
・
醜
妾
に
命
じ
て
濁
を
取
ら
し
め
、
樹
下
に
就つ

き
て
花
の
寿
を
祝
ふ
。
小
詩
を
作
す
に

嘉
樹
伝
に
擬
す
と
云
ふ
。

六
年
前
に
桜
の
苗
を
植
え
た
も
の
が
、
今
や
っ
と
花
を
付
け
た
の
を
喜
び
、
そ
こ
で
柳
宗
元

の
﹁
種
樹
郭
橐
駝
伝
﹂
に
擬
し
て
詩
を
詠
む
と
い
う
。
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

従
挿
桜
苗
纔
尺
余
、
六
年
今
日
着
花
初
。

根
深
枝
茂
希
無
恙
、
学
郭
橐
駝
聊
護
盧
。

桜
苗
の
纔わ
ず

か
尺
余
を
挿
し
て
よ
り
、
六
年 
今
日 
花
を
着
く
初
な
り
。
根
は
深
く 

枝
は
茂

り 

恙
つ
つ
が

無な

き
を
希ね
が

ひ
、
郭
橐
駝
を
学
び
聊
か
盧
を
護
ら
ん
。

詩
題
の
内
容
を
前
半
句
で
詠
じ
、
後
半
で
は
根
が
深
く
伸
び
、
枝
が
よ
く
茂
り
、
何
事
も
な

く
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
自
身
も
郭
橐
駝
を
見
習
い
、
家
を
守
っ
て
い
き
た
い
、
と
詠
ず
。

柳
宗
元
の
﹁
種
樹
郭
橐
駝
伝
﹂
は
、
植
木
屋
・
郭
橐
駝
の
伝
記
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
育

樹
の
あ
り
方
を
述
べ
て
い
る（
前
述
）。桜
の
樹
の
成
長
を
喜
び
、そ
こ
か
ら﹁
種
樹
郭
橐
駝
伝
﹂

を
想
起
し
て
い
る
。

万
里
は
、﹁
義
牛
防
狼
弁
﹂（﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄）
で
、
飼
い
主
が
狼
に
襲
わ
れ
て
い
る
の
を

見
た
牛
が
、
そ
の
狼
を
追
い
払
っ
た
の
を
称
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

府
庁
内
司
之
族
藤
丹
足
下
、
召
彼
父
質
此
一
件
、
借
手
於
画
師
、
写
二
子
及
義
牛
、
就

余
需
賛
語
。
余
謂
、
牛
之
為
物
、
頭
角
崢
嶸
、
黄
鍾
満

。
代
農
夫
之
労
、
則
耕
畎

畝
之
春
、
伴
諸
生
之
行
、
則
汗
竹
帛
之
夏
。
加
之
扶
軍
旅
之
雄
、
則
背
量
餉
、
尾
丙
丁
。

戚
之
経
、
子
厚
之
賦
、
縷
縷
挙
其
勲
。
可
謂
義
獣
也
。

府
庁
内
司
の
族 

藤
丹
足
下
、
彼
の
父
を
召
し
て
此
の
一
件
を
質た
だ

し
、
手
を
画
師
に
借
り
、

二
子
及
び
義
牛
を
写
し
、
余
に
就
き
て
賛
語
を
需も
と

む
。
余
謂
へ
ら
く
、
牛
の
物
為
る
、
頭

角
崢
嶸
と
し
て
、
黄
鍾 

に
満
つ
。
農
夫
の
労
に
代
は
り
て
、
則
ち
畎け
ん

畝ぽ

の
春
を
耕
し
、

諸
生
の
行
に
伴
ひ
て
、
則
ち
竹
帛
の
夏
に
汗
す
。
之
に
加
へ
て
軍
旅
の
雄
を
扶
け
て
、
則

ち
量
り
や
う

餉し
や
うを
背
に
し
、
丙
丁
を
尾
に
す
。

戚せ
き

の
経
、
子
厚
の
賦
、
縷
縷
と
し
て
其
の
勲

を
挙
ぐ
。
義
獣
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

主
人
を
救
っ
た
牛
を
画
図
に
描
い
た
上
で
、
万
里
に
賛
詩
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
万
里
は

牛
が
農
耕
を
助
け
て
く
れ
る
上
、
戦
で
は
兵
糧
を
運
び
、
し
っ
ぽ
に
火
を
つ
け
て
敵
軍
に
突

入
す
る
な
ど
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
利
点
を
知
っ
て
か
、

寧
戚
の
事
を
記
し
た
﹃
呂
氏
春
秋
﹄
や
柳
宗
元
が
記
し
た
﹁
牛
賦
﹂
に
は
牛
の
優
れ
た
点
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
万
里
は
牛
か
ら
柳
宗
元
の
作
品
を
想
起
し
て
お
り
、
柳
文

に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

景
徐
周
麟
は
﹁
東
坡
笠
履
圖
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
三
句

目
が
（
蠻
村
餘
得
屐
痕
地
）
の
場
合
も
あ
る
。

昨
日
九
重
今
四
州
、
海
南
戴
笠
乃
天
游
。

屐
痕
寸
土
蠻
村
雨
、
平
陸
風
波
子
厚
舟
。

昨
日 

九
重 

今
四
州
、
海
南 

笠
を
戴
く 

乃
ち
天
游
。
屐げ
き

痕こ
ん 

寸
土 

蠻
村
の
雨
、
平
陸 

風
波 

子
厚
舟
あ
り
。

景
徐
は
蘇
軾
が
笠
を
被
っ
て
い
る
画
図
に
対
し
て
賛
詩
を
付
し
て
い
る
。
蘇
軾
が
海
南
島
へ

左
遷
さ
れ
た
地
で
笠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
を
天
が
与
え
て
く
れ
た
遊
事
と
と
ら
え
、
そ
の

よ
う
な
僻
地
で
も
柳
宗
元
の
作
品
集
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
詠
出
し
て
い
る
。こ
れ
は﹃
老

学
庵
筆
記
﹄（
陸
游
撰
）
巻
九
に
、﹁
東
坡
在
嶺
海
間
、
最
喜
読
陶
淵
明
柳
子
厚
二
集
、
謂
之

南
遷
二
友
。﹂（
東
坡　

嶺
海
の
間
に
在
り
て
、
最
も
喜
び
て
陶
淵
明
・
柳
子
厚
の
二
集
を
読

み
、
之
を
南
遷
の
二
友
と
謂
ふ
。）
と
あ
り
、
蘇
軾
が
海
南
島
に
流
さ
れ
た
時
、
柳
宗
元
と

陶
淵
明
の
作
品
集
を
持
っ
て
い
っ
た
逸
話
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
。

景
徐
周
麟
は
﹁
鶯
聲
喚
雨
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

餘
寒
贔
贔
鎖
黄
鸝
、
始
聴
梅
辺
欲
雨
時
。

の
ど

ね
い
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明
日
乱
啼
花
落
尽
、
山
城
二
月
柳
州
詩
。

餘
寒 

贔ひ

贔ひ

に
し
て
黄
鸝
を
鎖と
ざ

し
、
始
め
て
聴
く 

梅
辺 

雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
る
の
時
。
明
日 

乱
れ
啼
き 

花 

落
ち
尽
す
、
山
城 

二
月 

柳
州
の
詩
。

立
春
後
に
残
る
寒
さ
が
鶯
の
さ
え
ず
り
を
制
止
し
て
い
た
が
、
今
日
、
ち
ょ
う
ど
雨
が
降
り

出
し
そ
う
に
な
っ
た
時
、
初
め
て
梅
の
辺
り
で
さ
え
ず
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
明
日
、

一
斉
に
さ
え
ず
り
を
始
め
る
と
、
花
は
雨
に
よ
り
悉
く
落
ち
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
二

月
に
お
け
る
山
際
の
城
郭
の
様
子
を
柳
宗
元
も
詠
じ
て
い
る
と
い
う
。
後
半
句
は
柳
宗
元
の

﹁
柳
州
二
月
榕
葉
落
盡
偶
題
﹂
詩
に
﹁
宦
情
羈
思
共
悽
悽
、
春
半
如
秋
意
轉
迷
。
山
城
過
雨

百
花
盡
、
榕
葉
満
庭
鶯
乱
啼
。﹂（
宦
情 
羈
思 

共
に
悽
悽
、
春
半
ば
に
し
て
秋
の
如
く 

意
は

轉
た
迷
ふ
。
山
城 

過
雨 

百
花
盡
き
、
榕
葉 
庭
に
満
ち 

鶯
は
乱
れ
啼
く
。）
と
あ
る
の
を
意

識
し
て
い
る
。
時
の
情
景
か
ら
柳
詩
を
想
起
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

禅
僧
が
柳
宗
元
の
詩
文
を
愛
玩
し
、
種
種
の
場
面
で
柳
詩
・
柳
文
を
想
起
し
、
応
用
し
て

詠
じ
て
い
る
。詠
じ
ら
れ
る
場
に
お
け
る
人
々
も
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

柳
宗
元
の
作
品
が
当
時
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

七
、
禅
僧
の
柳
宗
元
の
詩
文
習
得
に
つ
い
て

（
１
）
伝
や
賛
に
見
ら
れ
る
柳
文
習
得

後
期
の
禅
僧
は
柳
宗
元
の
文
章
を
ど
れ
ほ
ど
習
得
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
横
川
景
三

は
﹁
前
住
相
国
桃
源
和
尚
大
禅
師
真
賛
﹂（﹃
補
庵
京
華
外
集
上
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。祖

師
有
記
其
伝
無
窮
。
掀
翻
漢
書
唐
書
及
十
七
史
波
瀾
、
鏡
裏
数
莖
雪
白
。
嘲
弄
韓
文

柳
文
並
三
千
首
風
月
、
灯
影
一
点
花
紅
。
日
々
開
談
義
林
、
負
笈
帰
之
如
市
、
時
々
臨

騒
雅
席
、
簪
筆
従
者
争
功
。

祖
師
に
其
の
伝
の
窮
ま
り
無
き
を
記
す
有
り
。漢
書
唐
書
及
び
十
七
史
の
波
瀾
を
掀き
ん

翻は
ん

し
、

鏡
裏 

数
莖 

雪
白
し
。
韓
文
柳
文
並
び
三
千
首
の
風
月
を
嘲て
う

弄ろ
う

し
、
灯
影 

一
点 

花
紅
し
。

日
々 

談
義
の
林
を
開
け
ば
、
負
笈
の
之
に
帰
す
る
こ
と
市
の
如
く
、
時
々 

騒
雅
の
席
に

臨
め
ば
、
簪
筆
の
従
者
功
を
争
ふ
。

桃
源
瑞
仙
に
対
す
る
賛
で
あ
る
。
桃
源
は
、﹃
漢
書
﹄﹃
唐
書
﹄
を
始
め
、
十
七
史
等
の
史
書

の
波
瀾
を
翻
し
、
柳
宗
元
と
韓
愈
の
文
章
を
始
め
多
く
の
詩
を
嘲
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
桃
源
の
い
る
場
所
で
は
毎
日
典
籍
・
仏
典
の
講
談
を
開
く
と
、
多
く
の
遊
学
の
士
が
集

ま
り
、
ま
た
時
々
詩
会
の
席
に
臨
む
と
、
簪
を
挿
し
た
従
者
た
ち
が
そ
の
功
を
争
っ
た
と
あ

る
。
桃
源
の
博
識
ぶ
り
を
強
調
し
て
い
る
。

横
川
景
三
は
﹁
春
陽
和
尚
尽
七
日
香
語
﹂（﹃
補
庵
京
華
外
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。（

略
）
祖
承
常
徳
師
承
永
徳
、
叙
宗
族
於
佐
々
木
継
継
縄
縄
。
内
学
春
渓
外
学
瑞
渓
、

育
人
才
於
菁
菁
莪
偲
偲
切
切
。
蔵
仙
会
下
掛
搭
此
山
、
養
源
室
中
鍛
錬
有
日
。
五
千
満

架
之
書
、特
嗜
坡
谷
詩
集
口
吟
手
披
。四
六
開
堂
之
疏
、旁
論
韓
柳
文
章
眼
高
心
活
。（
略
）

（
略
）
祖
は
常
徳
に
承
け
師
は
永
徳
に
承
け
、
宗
族
を
佐
々
木
に
叙
す
こ
と
継け
い

継
縄
じ
よ
う

縄
た

り
。
内
に
春
渓
を
学
び
外
に
瑞
渓
を
学
び
、人
才
を
菁せ
い

菁
莪が

に
育
む
こ
と
偲し

偲
切せ
つ

切
た
り
。

蔵
仙
の
会
下
に
し
て
此
の
山
に
掛か

た搭
し
、
養
源
の
室
中
に
て
鍛
錬
し
て
日
有
り
。
五
千 

満
架
の
書
、
特
に
坡
谷
の
詩
集
を
嗜
み
て
口
吟
手
披
す
。
四
六 

開
堂
の
疏
、
旁
に
韓
柳

の
文
章
を
論
じ
て
眼
高
心
活
す
。（
略
）

春
陽
景
杲
の
初
七
日
の
香
語
で
あ
る
。空
谷
明
応
の
法
系
で
模
堂
承
範
を
師
に
持
つ
春
陽
は
、

佐
々
木
氏
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
内
典
を
春
渓
洪
曹
に
、
外
典
を
瑞
渓
周
鳳
に
学
び
、

人
の
才
能
を
盛
ん
に
育
ん
だ
。
蔵
仙
の
会
下
と
し
て
相
国
寺
に
掛
塔
し
、
養
源
室
に
お
い
て

日
々
鍛
錬
し
、
五
千
架
も
の
多
く
の
書
を
読
み
、
特
に
蘇
軾
と
黄
庭
堅
の
詩
集
を
嗜
ん
で
口

ず
さ
ん
で
は
そ
の
書
を
開
き
、
何
度
も
読
ん
だ
。
ま
た
韓
愈
と
柳
宗
元
の
文
章
を
論
じ
、
批

評
鋭
く
心
を
活
き
活
き
さ
せ
た
、
と
春
陽
の
習
学
姿
勢
を
述
べ
て
い
る
。
柳
宗
元
の
文
章
を

読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
益
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

蘭
坡
景

は
﹁
物
部
豊
州
刺
史
覚
阿
禅
定
門
把
火
﹂（﹃
雪
樵
独
唱
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
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述
べ
て
い
る
。

家
々
観
世
音
、
愛
恵
遠
修
孟
軻
徳
行
、
念
々
弥
陀
仏
、
嫌
法
照
託
子
厚
文
章
。

家
々 

観
世
音
、
恵
遠
を
愛
し
て
孟
軻
の
徳
行
を
修
め
、
念
々 

弥
陀
仏
、
法
照
を
嫌
ひ
て

子
厚
の
文
章
を
託
す
。

物
部
氏
某
が
代
々
観
世
音
を
信
仰
し
、
生
前
恵
遠
を
愛
し
、
孟
子
の
徳
行
を
修
め
た
こ
と
、

ま
た
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
、
中
唐
に
活
躍
し
た
法
照
を
嫌
い
、
柳
宗
元
の
文
章
を
た
よ
り
に
し

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
２
）
講
義
活
動
に
見
ら
れ
る
柳
文
習
得

禅
僧
は
歴
然
と
柳
宗
元
の
詩
文
を
習
得
し
よ
う
と
し
、
習
得
し
得
た
者
は
称
揚
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
禅
僧
の
講
義
活
動
が
あ
る
。
景
徐
周
麟
は
瑞
渓
周
鳳
の
伝
記
﹁
興
宗
明

教
禪
師
行
状
﹂（﹃
翰
林
葫
蘆
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又
為
後
進
、
講
黄
詩
杜
詩
韓
柳
之
文
。
五
十
歳
以
来
、
講
圓
覚
維
摩
金
剛
般
若
般
若
心

経
楞
厳
楞
伽
盂
蘭
盆
法
華
梵
網
起
信
論
等
。

又
た
後
進
が
為
に
、
黄
詩
・
杜
詩
・
韓
柳
の
文
を
講
ず
。
五
十
歳
以
来
、
圓
覚
・
維
摩
・

金
剛
般
若
・
般
若
心
経
・
楞
厳
・
楞
伽
・
盂
蘭
盆
・
法
華
・
梵
網
・
起
信
論
等
を
講
ず
。

瑞
渓
が
黄
庭
堅
の
詩
・
杜
甫
の
詩
・
韓
愈
の
文
・
柳
宗
元
の
文
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

講
義
活
動
の
痕
跡
と
し
て
、抄
物
や
五
山
版
﹃
新
刊
五
百
家
注
唐
柳
先
生
集
﹄（
以
下
﹃
五
百

家
本
﹄
と
略
称
）
の
書
き
入
れ
が
存
す
る⑤

。
東
北
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
﹃
五
百
家
本
﹄
書
き

入
れ
に
は
、
希
世
霊
彦
や
湖
月
信
鏡
等
の
講
抄
が
見
ら
れ
、
特
に
湖
月
の
抄
が
多
く
引
用
さ

れ
て
い
る
。
湖
月
は
宮
内
庁
に
所
蔵
さ
れ
る
﹃
論
語
抄
﹄
に
﹁
青
松
和
尚
ニ
湖
月
ノ
柳
文
ヲ

発
起
ア
ツ
メ
時
キ
、
此
句
ノ
事
ヲ
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ソ
。﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
柳
文
に
深
く
関
わ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

宮
内
庁
に
所
蔵
さ
れ
る
﹃
五
百
家
本
﹄
の
書
き
入
れ
に
は
、
天
隠
龍
澤
の
抄
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
天
隠
は
瑞
渓
周
鳳
が
諸
書
か
ら
抜
粋
し
た
﹃
刻
楮
集
﹄
を
、さ
ら
に
編
集
し
て
﹃
刻

楮
﹄
を
撰
し
て
い
る
。
天
隠
の
﹃
刻
楮
﹄
に
は
瑞
渓
の
﹃
刻
楮
集
﹄
の
目
録
が
収
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
柳
文
の
抄
が
二
種
ほ
ど
存
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る⑥

。
天
隠
は
そ

れ
ら
の
抄
を
見
て
柳
文
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
天
隠
編
纂
と
目
さ
れ
る

抄
物
が
建
仁
寺
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る⑦

。

国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
﹃
五
百
家
本
﹄
に
も
多
く
の
書
き
入
れ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
巻
頭
に
﹁
横
川
景
三
書
入
﹂
と
あ
り
、
横
川
が
書
き
入
れ
た
も
の
と
あ
る
。
た
だ
し
、

横
川
本
人
が
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
後
期
禅
僧
が
柳
文
を
習
得
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら

の
柳
文
解
釈
の
痕
跡
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
言
え
る
。

ま
と
め

後
期
禅
僧
の
詩
文
集
の
中
に
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
が
ど
の
よ
う
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
か

見
て
き
た
。
お
お
よ
そ
下
記
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

①
柳
宗
元
の
為
人
と
文
章
の
優
れ
た
点
を
称
揚
す
る
。

②
柳
詩
を
対
象
と
し
た
画
図
（﹁
寒
江
独
釣
図
﹂）
に
対
す
る
賛
詩
を
詠
じ
る
。

③
宗
旨
を
述
べ
る
場
面
で
柳
文
よ
り
援
用
す
る
。

④
種
種
の
場
面
で
柳
詩
・
柳
文
を
援
用
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
後
期
禅
僧
が
柳
文
習
得
に
励
ん
だ
後
、
自
身
の
中
で
昇
華
し
て
創
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

大
凡
の
詠
出
状
況
は
初
期
と
中
期
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
期
に
な
っ
て
際
立
っ

た
特
徴
は
②
で
あ
る
。﹁
寒
江
獨
釣
図
﹂
に
対
す
る
賛
詩
・
称
揚
文
は
後
期
に
な
っ
て
一
段

と
増
え
て
い
る
。
雪
が
降
り
一
人
簑
を
着
た
漁
夫
が
魚
を
釣
る
様
子
を
描
い
た
画
図
が
、
誰

し
も
が
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
禅
の
境
地
に
相
応
し
い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
禅

林
が
退
廃
し
て
い
く
中
、
公
家
や
武
士
の
庇
護
を
求
め
て
、
彼
ら
に
禅
の
宗
旨
を
分
か
っ
て
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も
ら
う
た
め
に
、
視
覚
的
効
果
を
用
い
る
こ
と
が
最
も
手
っ
取
り
早
い
方
法
と
考
え
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

後
期
に
な
る
と
詩
文
の
作
品
数
が
極
端
に
増
え
る
。
膨
大
な
量
の
中
に
あ
っ
て
、
柳
宗
元

に
関
す
る
事
項
が
詠
出
さ
れ
る
作
品
の
数
は
、
杜
甫
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅
に
較
べ
る
と
遥
か
に

少
な
い
。
た
だ
し
、
柳
宗
元
に
対
し
て
批
判
す
る
禅
僧
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
詠
出
の
さ
れ

方
が
時
期
が
降
る
に
つ
れ
て
固
定
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
杜
甫
や
蘇
軾
に
較
べ
る
と
そ
の

パ
タ
ー
ン
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。

初
期
か
ら
後
期
を
通
じ
て
、
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
の
詠
出
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
は
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
柳
宗
元
に
対
し
て
批
判
す
る
こ
と
な
く
、
一
定
の
高

い
評
価
を
下
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
柳
宗
元
の
作
品
集
を
中
世
禅
林
に
お
い
て
禅
僧
が
愛

玩
し
た
外
集
作
品
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

終
わ
り
に
、
柳
宗
元
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
、
柳
宗
元
の
作
品
集
だ
け
で
な
く

﹃
古
文
真
宝
﹄
も
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
を
補
足
し
た
い
。﹃
古
文
真
宝
﹄
に
は

多
く
の
抄
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
柳
宗
元
の
文
章
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る⑧

。
そ

こ
で
、
今
後
は
柳
宗
元
の
抄
物
・﹃
五
百
家
本
﹄
書
き
入
れ
に
、﹃
古
文
真
宝
﹄
の
抄
物
を
も

精
査
し
、
禅
僧
の
柳
文
解
釈
が
ど
れ
ほ
ど
深
い
も
の
で
あ
っ
た
か
確
か
め
る
こ
と
を
課
題
と

し
た
い
。

【
注
】

①
拙
稿
﹁
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
の
研
究
︱
初
期
の
場
合
︱
﹂（﹃
中
国
古
典

文
学
研
究
﹄
第
５
号　

二
〇
〇
七
）・
拙
稿
﹁
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
︱

中
期
の
場
合
︱
﹂（﹃
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
﹄
第
56
巻　

二
〇
〇
九
）

②
前
掲
①
参
照

③
前
掲
①
参
照

④
朝
倉
和
氏
﹁﹃
薔
薇
﹄
発
掘
︱
五
山
文
学
素
材
考
︱
﹂（﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
第
88
巻
４
号

　

二
〇
一
一
）
に
中
世
禅
僧
の
﹁
薔
薇
﹂
観
が
詳
し
い
。

⑤
拙
稿
﹁
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
︱
そ
の
過
程
と
問
題
点
︱
﹂（﹃
愛
媛
大
学

教
育
学
部
紀
要
﹄
第
55
巻　

二
〇
〇
八
）

⑥
伊
藤
東
慎
氏
﹁
瑞
渓
周
鳳
の
﹃
刻
楮
集
﹄
に
つ
い
て
﹂（﹃
禅
学
研
究
﹄
第
57
号 

一
九
六
九
）

⑦
拙
稿
﹁
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
﹃
柳
文
抄
﹄
の
編
纂
者
に
つ
い
て
︱
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

所
蔵
五
山
版
﹃
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
集
﹄
書
き
入
れ
者
と
の
関
係
︱
﹂（﹃
国
語

国
文
﹄
第
78
巻
第
１
号　

二
〇
〇
九
）・
拙
稿
﹁
両
足
院
所
蔵
﹃
柳
文
抄
﹄
に
つ
い
て
﹂（
両

足
院
叢
書
﹃
柳
文
抄
﹄
所
収
）（
臨
川
書
店　

二
〇
一
〇
）

⑧
拙
稿
﹁
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
文
解
釈
︱
﹁
送
薛
存
義
之
任
序
﹂
の
場
合
︱
﹂（﹃
愛

媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
﹄
第
57
巻　

二
〇
一
〇
）
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